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<研究をまとめるに当り>

最近は地球温暖化を中心として環境の話題が世界の中心的なテーマになっています

が､この世界的な潮流は人類の歴史の中にかつて存在 しなかった話です｡ 日本では

1960年代頃､公害と呼ばれる環境問題が大きく取 り上げられましたが､これは産業

間題であり､技術的に解決できたわけです｡現在の中国はちょうどこの頃の日本と同

じ道を現在､歩んでいるようです｡それに対して現在の地球環境問題は､極端に言え

ば人類すべてが加害者であり､同時に被害者になるものです｡特に､エネルギーの問

題を考えれば､生活環境自体がが最も大きな原因となるわけですから､これを省ネル

ギー化することは火急の課題と言ってよいと思います｡

日本の建築環境に関わるエネルギー的政策の多くは､寒冷地を中心に高気密高断熱

化することです｡実際に､特例を除くと住宅において暖房で消費されるエネルギーが

冷房よりも大きいことが､この考え方の正当性を裏付けています｡ しかし､その特例

が沖縄を中心とする亜熱帯地域です｡鹿児島県の奄美地方や東京都の小笠原地方もこ

の中に含まれることと思われますが､これらを代表するものとして､ここでは亜熱帯

沖縄という地名を使っています｡空調設計のための地域区分などによると､これらの

地域についても単純に寒冷地型の対策を緩和して適用しているだけの状況が見られま

す｡しかし､現地に生活してみて､亜熱帯地域は別の基準で捉える方がよい､という

非常に当然の考え方が得られました｡このような観点から､この研究を発想 し､生活

者にも地球環境にもやさしい建築環境を考えました｡

<研究組織>

研究代表者 堤 純一郎

研究分担者 安藤 徹哉

研究協力者 仲松 亮

研究協力者 新川 亮樹

研究協力者 勝田 昌貴

<交付決定額>

(琉球大学工学部環境建設工学科 ･教 授)

(琉球大学工学部環境建設工学科 ･准教授)

(平成 16年度琉球大学大学院博士後期課程)

(平成 18年度琉球大学大学院博士後期課程)

(平成 17年～18年度琉球大学大学院博士前期課程)

直接経費 間接経費 合 計

平成 16年度 6,200,000 0 6,200,000

平成 17年度 2,900,000 0 2,900,000

平成 18年度 2,400,000 0 2,400,000



<研究発表>

(1)学会誌等

1.∫.G.Tsutsumi:SurveyonZero-Emissionisland,Okinawa,7thSeminarOHSPS-MOE

CoreUniversityProgramonUrbanEnvironment,pp.137-141(2004)

2.∫.G.Tsutsumi,氏.Nakamatsu,M.帆.Uddin:ThermalEnvironmentinUrbanCanyons

withRoadsideTrees,The9th-lothJointSeminarofJSPS-…OECoreUniversity

Program,pp.779-782 (2005)

3.堤純一郎 :最新のCO2固定化技術,気象利用研究No.18,PP.24-27(2005)

4.新川亮樹,堤純一郎,仲松亮 :亜熱帯沖縄における住宅建築および室内熱環境

の変遷に関する研究,日本建築学会環境系論文集,No.618 (2007.8掲載決定)

(2)口頭発表

1.堤純一郎,仲松亮,M.M.Uddin:亜熱帯沖縄における街路樹の日射遮蔽効果に関

する実測調査,日本建築学会大会学術講演梗概集,Dl,pp.923-924 (2005)

2.堤純一郎 :沖縄観光における温熱感覚の意味,第2回観光情報研究会(2005)

3.堤純一郎 :街路樹の局所的気象に与える影響､気象学会沖縄 (2005)

4.勝田昌貴,堤純一郎 :亜熱帯建築の屋上遮熱材料に関する研究,日本建築学会

大会学術講演梗概集,D2,pp.171-172(2006)

5.堤純一郎,仲松亮,勝田昌貴 :2005年沖縄における生活環境温湿度と着衣量の

実測調査,日本建築学会大会学術講演梗概集,D2,pp.47卜472(2006)

6.堤純一郎 :亜熱帯観光地の屋外熱環境制御,第 3回観光情報研究会 (2006)

7.堤純一郎:観光資源としての町並みの環境調査一首里金城町石畳道の熱環境一,

第4回観光情報研究会 (2007)

(3)出版物

1.堤純一郎 :沖縄ゼロエミッションアイランド事業,空気調和衛生工学,Vo1.78,

No.9,pp.ll-17(2004)

2.∫.G.Tsutsumi,R.Nakamatsu,R.Arakawa:ThermalComfortSensationsof

TouristsinaSubtropicalRegion,EnvironmentalErgonomics,EIsevier,

pp.217-224 (2005)

3.小林文男,堤純一郎 :沖縄の住宅は夏涼しい?,日本建築学会第 36回熱シンポ

ジウム,pp.2卜22 (2006)

<研究成果による工業所有権の出願 ･取得状況>

なし



目 次

第1章 沖縄の戦後住宅における熱環境の変遷

1.はじめに

2.沖縄における居住環境の特徴

3.実測対象の住宅および実測の概要

4.実測結果

5.温度差による熱環境の評価

6.まとめ

第 1章の参考文献

第2章 種々の屋上面被覆材料の遮熱 ･断熱特性

1.はじめに

2.測定方法

3.測定結果とその考察

4.まとめ

5.付録

第3草 地元素材による外装仕上材の遮熱 ･断熱特性

1.はじめに

2.研究方法

3.測定結果とその考察

4.熱流解析

5.まとめ

6.付録

第4章 伝統的石畳街区の熱環境に関する実測

1.はじめに

2.研究方法

3.調査結果

4.熱環境に関する考察

5.まとめ

6.付録

1

l

1

3

7

0

1

2

日H
=

日日

5

5

5

0

8

8

1

1

1

2

4

4

1

l

1

4

5

0

1

5

5

5

5

7

8

8

3

3

3

7

6

2

2

8

8

8

8

1

2

2

=

H
U



第5章 伝統的集落の生活空間とフクギ屋敷林の変遷

1.はじめに

2.フクギ屋敷林の調査

3.調査結果の考察

4.沖縄本島中北部集落の屋敷林の変化

5.まとめ

第5章の参考文献

第6章 亜熱帯地域の樹木による熱環境調整機能

1.はじめに

2.樹種による熱環境の違い

3.街路樹の比較調査

4.街路樹の樹冠による日陰

5.まとめ

第 7章 総括

1.研究成果の総括

2.今後の研究課題

3

3

4

6

1

9

0

2

2

2

2

3

3

4

1

1

1

1

1

1

ー

3

3

3

8

0

5

4

4

4

4

5

5

1

1

1

1

1

1

7

7

8

5

5

5

日H

HU


